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５－５．ロケータや治具の取付 

PLS ワークグリッパはロケータ(当金)が必要です。PLS ワークグリッパは、工作物を径方向に把

握するのと同時にロケータに押し付けます。ロケータは工作物の生産に適した寸法、精度、材質、

焼入れのものを用意してください。 

 

 

 

● 工作物は必ずロケータに当てて把握すること。ロケータに当てずに把握すると工作物を

安定して把握できず、工作物が飛散して危険。（納入時、ワークグリッパ中央に取り付け

られている黒色の薄いカバーはインロー穴を保護するための仮のカバーであり、ロケータ

ではない） 

 

・ ロケータをワークグリッパに取り付けるには、ボデー表面のタップ穴や中心部のインロー穴を

利用します。ロケータ基準面の振れが、工作物の仕上精度に大きく影響するため、基準面は

十分な硬度と精度が必要です。基準面の精度を向上させるため、焼入れを施した後、ワーク

グリッパに取り付けた状態で機上にて仕上げ加工を行うことを推奨します。 

 

・ ボデー表面にロケータや治具を取り付ける場合は、図 9 に示す追加工範囲内にタップまたは

穴明けを行ってください。 

 

・ 着座用エア供給はブロック【9】のオリフィスプラグ【21】を取外して配管を行ってください。 

ワークグリッパ裏面より着座用エアを供給する場合は、フランジ【2】の着座用エア供給口のア

ナプラグ D【11】を取外して配管を行ってください。 

また、ブロック【9】のオリフィスプラグ【21】を取外し、シールテープを巻き直したアナプラグ D

【11】で止め栓を行ってください。 

 

 

 

 

● 許可された範囲以外のワークグリッパの改造をしてはならない。ワークグリッパが破損す

るだけでなく、ワークグリッパや工作物が飛散する恐れがあり、危険。 

● ロケータまたは治具には遠心力による飛散防止対策（ドゥエルピン等）を施し、十分な強

度のボルトで取り付けること。ロケータや治具が飛散する恐れがあり、危険。 
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斜線部追加工可能範囲 

 

図 9 

 

表 7 

形式 A B C a b c d e 

PLS04 25 14.5 40.5 110.1 32 42 62 M5-10 

PLS06 20 17 - 165.1 35 49 70 M6-12 

PLS08 20 17 - 210.1 55 71 95 M6-12 

A：追加工不可寸法 B：加工可能深さ 

 


